
企画提案の際の参考資料

佐賀県国民健康保険課



1人当たり年齢調整後医療費

佐賀県の市町国民健康保険はＨ２２年から１4年連続で1番高い。

令和５年度 490,723円 （全国平均との差：82,419円）

⇒ 特定健診の受診を促し、疾病の早期発見、
早期治療を図り、医療費の適正化に繋げる。

医療費 差 医療費 差 医療費 差
佐賀県（１位） 466,529 484,450 490,723

全国平均 386,610 395,006 408,304

R5R4R3

79,919 89,444 82,419



特定健診の年代別受診状況

出典：佐賀県国民健康保険課調べ

市町国保の被保険者では、年代が上がるにつれ、特定健診の受診者数は増加しており、
若い層の受診率を増加させることが重要。

佐賀県 市町国保における2023(R5)年度 年代別特定健診受診者数と実施率



これまでに実施した主な広報（R７年度）

（３０秒動画）https://www.youtube.com/watch?v=nY2lm8-LdYI
（１５秒動画）https://www.youtube.com/watch?v=CYpdnRnA4HQ

TVCM、YouTube、Instagram、
Facebookなどで情報発信（10月～12月）

※ コンセプト ： かくれんぼ
ターゲット ： 国保加入者で特定健診の受診対象者

（４０～７４歳）

「かくれんぼ」しているキャラクター化した病気を健診で見つける
ストーリーにより、「自分で病気を見つけるのは難しい」から、
「健診を受けることが大切」ということを伝えるために、動画、
新聞広告デザイン、バナー広告デザインを制作し、各種広報を実施。

動画

新聞（５段）

佐賀新聞（１０月１８日）に掲載

バナー

Google、Instagram、Facebookで配信

https://www.youtube.com/watch?v=nY2lm8-LdYI
https://www.youtube.com/watch?v=CYpdnRnA4HQ


R7年度に実施した広報

≪ポスター≫

別途、R7年度に実施した、がん対策広報により制作したポスターと
合わせ、下記のとおりポスターを掲載した。その他にも特定健診の受診
促進に繋がる効果的な掲載箇所については、提案してもよい。

1 各市町国民健康保健主管課窓口 20 14 佐賀銀行 50 22 佐賀県有明海漁業協同組合 15
2 各市町（本支庁の各種窓口など） 263 15 佐賀共栄銀行 13 23 有明海漁協直売所（まえうみ） 1
3 国民健康保険課 1 16 佐賀信用金庫 10 24 佐賀県玄海漁業協同組合 10
4 がん撲滅特別対策室 1 17 唐津信用金庫 8 33 商工団体 商工会議所（県内９カ所 各１部） 8
5 各県税事務所 3 18 伊万里信用金庫 7 34 商工会（本所・支所 各１部） 17
6 各保健福祉事務所 5 19 九州ひぜん信用金庫 7 35 佐賀税務署 2
7 佐賀県立図書館 1 20 佐賀東信用組合 6 36 唐津税務署 1
8 新館掲示板（佐銀県庁支店前） 1 21 佐賀西信用組合 7 37 鳥栖税務署 1
9 佐賀県医師会 1 22 JAさが（各支所） 50 38 伊万里税務署 1
10 佐賀県歯科医師会 1 23 JAさが直売所（季楽など） 7 39 武雄税務署 1
11 佐賀県薬剤師会 1 24 JAからつ（各支所） 20 40 労働基準監督署 4
12 佐賀県国民健康保険団体連合会 1 25 JAからつ直売所（うまかもん市場など） 2 41 ハローワーク 5
13 佐賀県後期高齢者医療広域連合 1 26 JA伊万里 14 42 商業施設 ゆめタウン佐賀 5

27 JA伊万里直売所（四季の里など） 4
28 JA佐賀市中央 2
29 Aコープ（コムボックスなど） 16
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（↑R7国保健診広報） （↑R7がん対策広報）


